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     「本」は生活必需品である  

 

 

                    代表  皆倉 宣之 

 

  元日に起きた最大震度７強の能登半島地震では、

その威力の大きさから想像以上の被害が発生し、道

路・水道・電気・ガスなどのインフラは未だずたずたの

状態です。そのため日常生活を送るための生活必需

品が全く足りていません。一刻も早い生活必需品の配

布が望まれています。 

  ところで、「生活必需品」とは何でしょうか。一見する

と変な問いかけに思われますが、２０２０年初めから世

界中で始まったコロナの蔓延は、この問いに含まれる

深い意味を私たちに突き付けました。 

発端はヨーロッパの都市で発せられたロックダウン

です。フランスでは１回目が２０年３月に、２回目が１０

月に、３回目が２１年４月の計３回発せられています。ロ

ックダウンの中身は学校閉鎖、飲食店の閉鎖、小売店

の営業停止など多々ありますが、日常生活において一

番重たいのはやはり外出制限（隔離）でしょう。不要な

外出を制限して感染拡大を防ぐという目的があります。

しかし、そうは言っても生活をしていく上での限度はあ

ります。そこで日常において欠かせない「生活必需品」

を扱う店のみは営業を認めざるを得ません。 

問題は何をもって「生活必需品」と定義するかです。

通常は生活していくうえで欠かすことのできない品物、

つまり食品・衣類・洗剤・燃料などでしょう。この基準か

らすれば当然「本」はそれに含まれないと思われます。

ところが、フランス政府は第３回目のロックダウンの際

に、「本」を生活必需品と認め書店が営業を行うことを

認めたのです。 

ただし、この決定の背後には読者と書店と作家たち

からなるフランスの重厚な根強い読書文化（＝本は心

の栄養素である）があったことが指摘されています。特

に中小の書店の団結力と書店を生活上欠かせない場

所として捉えている 

読者の存在が結実 

した結果だと 

言えるでしょう。   
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読書会 「俳句の本を読む」（第69回） 
日時：2024年2月12日（月 振休）14時～16時 
会場：中央図書館 グループ研修室 
課題本：『俳句いまむかし』 
坪内 稔典（毎日新聞出版）2020.8出版 

千葉市図書館に３冊所蔵 
問い合わせ先： 

(前回の報告は 8頁)   

 

２０２4年度としょかんふれんず千葉市総会  
２０２４年 4月１3日（土）13：00～ 詳細は次号に

て 

 

中島京子さん講演会 
 
～子ども時代の読書体験と  

いま図書館について思うこと～ 
 
日時：２０２４年 3月１０日（日）  

13：00～15：00 
会場：千葉市生涯学習センター 

2Ｆ ホール  

    詳細は４頁をご覧ください 

第１６回 チャリティ古本市 

２０２４年４月２０日（土）１１時～

～ 

撮影/川上尚見 
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今回の地区のつどいは、中央区在住の会員、○○さん

によるブックトークを行った。 
 
はじめに 

○○さんは長年、文庫に所属し、市内の小学校や保育

所にお話を届けるボランティアをしている。３年前まで働

いていた児童養護施設では里親支援の仕事を専門にし

ていた。当時家庭で育てられない子は施設でというのが

一般的だったが、仕事をとおして里親の方々と関わってき

た貴重な経験から、退職後も里親支援を続けたいと考え

るようになった。そこでまず思いついたのが、とびきり素敵

な里親家庭の絵本を作ることだった。 

絵本を作るために資料にあたると、日本のものはまだ

少なく、里親制度が根付いている諸外国には、それに関す

る児童文学がたくさんあった。ところが海外の児童文学を

読んでいくうちに自分で書くのは難しいと感じるようにな

っていった。そこで読んだ本を皆さんに紹介できないだろ

うかと考え、ブックトークという方法に行きついた。 
 
ブックトーク 「いのちをつなぐ物語」 

プログラムに沿ってブックトークが始まった。 

○○さんは本の紹介のために、ホワイトボードに登場人

物のパネルを貼ったり、主人公の生い立ちがわかるような

年表を使ったり、様々な工夫をこらして分かりやすく伝えて

くれた。ブックトークは最初から最後まで、まるで一つの物

語が語られていくように進んでいった。会場はシーンと静

まり、参加者は○○さんの語る世界に引き込まれていった。 

 

ブックトークで使った以外の本の紹介 

ブックトークで使った以外の本も実際に本を見せなが

ら紹介し、その多くが載っているリストが配布された。 

〇『バドの扉がひらくとき』 

クリストファー・ポール・カーティス/作 前沢明枝/訳 

（徳間書店） 

〇『おとうとがやってきた！』 

ディー・シャルマン/作 もとした いづみ/訳 （偕成社） 

〇『ぼくらのサブウェイ・ベイビー』 

ピーター・マキューリオ/著 レオ・エスピノーサ/絵  

（サウザンブックス社） 

〇『ふたりママの家で』パトリシア・ポラッコ/絵・文 

中川亜紀子/訳（サウザンブックス社） 

〇『わたしたちをつなぐたび』イリーナ・ブリヌル/文 

三辺律子/訳 リチャード・ジョーンズ/絵（WAVE出版） 

〇『図書館がくれた宝物』 ケイト・アルバス/作  

櫛田理絵/訳（徳間書店） 

〇『ゴリランとわたし』フリーダ・ニルソン/作 

よこの なな/訳 なかしま ひろみ/絵（岩波書店）  

〇『わたしが鳥になる日』 

サンディスターク・マギニス/作 千葉茂樹/訳（小学館） 

〇『海を見た日』 

Ｍ・Ｇ・ヘネシー/著 杉田七重/訳 （鈴木出版） 

〇『スーパー★ノヴァ』ニコール・パンティルイーキス/作 

千葉茂樹/訳 （あすなろ書房） 

〇『おれたちの青空』おれのおばさんシリーズの１冊 

佐川光晴/著（集英社）文庫本もあり 

〇『パパにかママにかハーモニカ』 

小林あき/作・絵（てらいんく） 

〇『おき去りにされた猫』 

キャロル・アドラー/作 足沢良子/訳（金の星社） 

〇『僕がほしいのはパパとママと釣りざおだった』 

リチャード・F・ミニター/作 雨海弘美/訳（ＰＨＰ研究所） 

〇『青空のかけら』 

Ｓ・E・デュラント/作 杉田七重/訳 

ケイティ・ハーネット/絵 （鈴木出版） 

〇『タンタンタンゴはパパふたり』 

ジャスティン・リチャードソン/文 ピーター・パーネル/文 

ヘンリー・コール/絵 尾辻かな子 前田和男/訳（ポット出版） 

〇『へそのお』中川ひろたか/作 石井聖岳/絵（ＰＨＰ研究所） 

〇『ぼくのかぞく』すがはら あき/作 

ほさか まき/絵（海鳥社） 

 

地区のつどい 

ブックトーク 
「いのちをつなぐ物語」 

日時   2024年1月9日（火）10時～11時４５分  

講師   ○○○○さん 

会場   千葉市生涯学習センター 研修室2 

出席者 26名（会員外 10名） 

 

プログラム 
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参加者から 

ブックトーク後、印象に残った本、これから手にしてみた

い本等を参加者に聞いた。「とてもよかった」、「心に染み

た」等の感想の他に、実際に児童養護施設でおはなし会 

を行っている方々、里親をやってみたいが、制度にハード

ルの高さを感じている方、知り合いに里親家族がいる方

の話などを聞くこともできた。 

また、アンケートでは「ブックトークを初めて経験し世界

が広がった。」「知らない本ばかりで、どれも読んでみた

いと思った。」「親と一緒に暮らせない子どもの心情は計

り知れない。自分がどうしてこの世に存在するのか、ルー

ツをさぐりたい気持ちは誰でももっていると思う。日本はま

だまだ里親にたどりつけていないと。ブックトークを通じて

広まってほしいと思った。」「とても有意義な心あたたまる

集いだった。生命にかかわる一番の基本を考えることが

できた」「ブックトークをやってみたい」など、たくさんの 

感想をいただいた。今回のような社会的な課題をテー

マにしたブックトークは参加者の印象に強く残ったようだ。

制度についてもう少し具体的なことをうかがう時間もとれ

たら、よかったのではという意見もあったが、紹介された

多くの本から里親制度への関心や理解を深められたの

ではないか。 

またブックトーク自体に関心がある方も大勢いたので、

一般的には図書館で子どもたちにブックトークを行ってい

るが、社会的な課題についても

ブックトークが有効な方法では

ないかと感じた。 

嬉しいことに、このつどいに

中央図書館の佐久間館長が

最後まで参加してくださった。        

（運営委員） 

 

 

 

出席者の自己紹介後、公民館、公民館図書室について

お話を伺いました。 

 

【2023年度 公民館について】 

・公民館管理室に図書館端末及びプリンタが３月に導入

された。それにより利用統計がわかり把握しやすくなった。 

・「第4次千葉市子ども読書活動推進計画」から公民館に

係る指針として次の項目に取り組んだ。 

・学校との連携  

・資料の譲渡  

・研修の充実 

・講座の充実 

 

【公民館図書室の取り組み】 

① 公民館図書室運営計画 

② 「書架・資料チェック表」を年３回〇×で評価 

 

 

 

 

【公民館管理室が実施したこと】 

1 運営研修会 年２回講義・実践発表 

第２回の研修会でスライドなどを使い各館独自の様々

な実践を１０の公民館が発表。 

2 図書室訪問 

  運営計画・チェック表をもとに２１館を訪問 

3 公民館図書室担当者会議 年6回 

 都賀公民館図書室見学（11月） 

4 図書館職員全体研修会に参加 

 初任者14名（4月）製本５名（８月）接遇３名（1月） 

 

＜要望等＞ 

〇大人が主流の公民館だが複合施設の利点を生かして、

子どもがもっと利用できる工夫を。 

〇公民館講座に参加してとても良かった。できれば居住

区以外の講座も利用可能と明記してもらうとありがた

い。 

〇新たな若葉図書館には、図書館専用の部屋の確保など

花見川図書館とこてはし台公民館複合化の際の課題

を検証し、利用者やそこで働く人の意見もしっかり取り

入れてほしい。 

〇公民館図書室で本が読めるスペースがもっとあるとよ

い。 

 

公民館情報誌のサイズが大きくなり講座情報がより見

やすくなった。また「書架・資料チェック表」を利用すること

で公民館図書室が少しずつ図書館に近づいてきている。

チェック表は新しい項目を加えて更新。更に次年度は３項

目追加するそうだ。（運営委員） 

 

千葉市教育振興財団との意見交換会 
 

日時 2023年１2月13日10時～ 

会場 千葉市教育振興財団 会議室 

出席者 

財団 

飯田正夫 千葉市教育振興財団理事長 

志村和彦 常務理事 

小林幹弘 公民館管理室長 

中村文香 公民館管理室長補佐 

齋藤 健 公民館管理室図書室担当 

としょかんふれんず千葉市 運営委員7名 
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としょかんふれんず千葉市・千葉市文庫連絡協議会主催 

        講演会  

〜子ども時代の読書体験と  

いま図書館について思うこと〜 

講師 中島京子さん 

日時：２０２４年３月１０日（日）１３:００〜１５:００（開場 12：30）  

       会場：生涯学習センター  
  

  

      

２０１９年、中島京子著『夢見る帝国図書館』が出版され会員の多くがこのタイトルに惹かれて本を手に取った。 

   それは現在の国立国会図書館の歴史を繰るがごとく、図書館学を学ぶような、とても深い内容のものだった。 

さらにこの著書は物語としても大変読み応えのある作品で読後の充実感も味わうことができた。 

 

中島京子さんは２０１０年『小さいおうち』で第１４３回直木賞受賞。その他、話題となる多くの作品を発表し 

ている。新聞報道によれば「子どもの頃から本に囲まれ、書くことが大好きだった」。そして中でも私たちが最も 

関心を持ったのは「中島さんの、本との出会いは団地の子ども文庫だった。小さい頃に暮らした埼玉県和光市 

の団地には、お母さんたちがこしらえた子ども文庫があり、幼稚園から小学校低学年ころまで、   

土曜日の午後はそこで過ごした」と掲載されていたこと。 

 

「図書館について」「本について」「子ども達の読書について」様々な活動を 

している私たち。 

このたび、外国人就労者などを取り上げた『やさしい猫』など新たな物語を  

発表し続けている中島京子さんをお招きし、お話をお聞きしたいと思います。 

  

 

   

    

 

【申込み 】 

電話、又はメールに氏名(ふりがな)・連絡先(電話番号など)を

明記してお申し込みください 

メール：furenzu2021@ｇmail.com  

(としょかんふれんず千葉市) 

電話：09０-○○―○○  

定員:２００名 （定員になり次第締め切ります） 撮影/川上尚見 

mailto:furenzu2021@ｇmail.com
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 ＊これまでの経緯 

 ・2020（令和2年）千葉市は若葉図書館・千城台公

民館などの移転を含む「千城台地区学校跡施設

の活用素案」を作成。検討委員会は5回の協議を

行った。 

 ・2020（令和2年）12月、検討委員会から「千城台

地区学校跡施設の活用素案に対する回答書及

び意見要望書」を市に提出。 

 ・2021（令和３年）12月、活用方針の決定（千城台

公民館及び若葉図書館の方針決定） 

 ・2022（令和4年）2月19日、移転について地域住

民等へ説明会を実施。 

 ・2022（令和4年）6月5日・６月19日ワークショップ

の実施。 

  

＊としょかんふれんず千葉市として 

 ① 話しましょう 若葉図書館の移転について 

（2021年10月28日）会報63号参照 

 ② 話しましょうpart2   

（2022年1月27日）会報65号参照 

 ③ 移転についての地域住民等への説明会を傍聴 

会報65号参照 

 ④ 若葉図書館の建替え、移転について 要望書提出

（2022年6月7日） 会報６８号参照 

    要望書について神谷市長から「移転後の運営方

法については、指定管理者制度の導入は考えて

おりませんが、今後整備を進めていく過程で、最も

効果的な方法を検討する。図書館づくりの見識者

や市民・行政との意見交換の場を設けることにつ

いては、検討し進める」等の回答書(2022年8月

4日付)が届く。 会報69号参照 

 ⑤ ワークショップ2回に参加する。会報６８号参照 

 

＊今後について 

  ・2023(令和5年度)基本設計 

  ・2024（令和6年度）実施設計 

  ・2025～2026（令和7～8年度）新築工事  

  ・2027（令和9年度）施設供用開始予定 

 千葉市が発表した千城台公民館・若葉図書館の移

転について(お知らせ)では、このような計画になっ

ているが、2023(令和5年度)の基本設計はどのよ

うな状況であるか。 

 

＊若葉図書館の移転について話し合ってきたこと 

・地区図書館の位置づけと図書館機能を維持して、

直営で運営すること。 

・市民や図書館協議会の意見を聞き、市民とともに

行う図書館づくりを希望する。 

・移転先が駅から遠くなるので安全な交通手段を確

保してほしい。 

・現在地は駅の近くにあり、スーパーや医院もあるが

南小跡地周りにはそれらがほとんどない。 

・子育て中の人は、駅周辺のコミュニティセンター・

子育て支援センター等を図書館とともに利用して

いた。移転後はこれらの施設ともつながる手立てが

必要。 

・子どもにとって図書館は学校とも家庭とも違う安全

な場所であるので、子どもが利用しやすいようにし

てほしい。 

 ＊先に複合化された花見川図書館の現状 

  ・蔵書約10万5千冊→約5万7千冊 

  ・面積1200.05㎡→730㎡ 

  ・座席数68席→16席 

  ・自習室・集会室がなくなる。 

行事等で部屋が必要になっても、公民館の空き室

がほとんどなく借用が難しい。 

 

  図書館は社会教育施設として人が育つために必要

な施設で、そこに本や情報があり地域住民が集う場で

す。そこで人と本や情報をつなげるのは図書館職員で

す。先の花見川図書館の複合化に際しても、面積や蔵

書が約40％減るという条件の中、図書館職員の努力

で閲覧席や児童図書コーナーが確保できたことからも、

新たな若葉図書館についても市民や図書館職員の声

を生かしてほしい。利用者が無関心になることが、施設

の利用づらさにもつながることもあるので、進捗状況な

どについてどのように市民の要望が生かされているか

見ていきたい。          （運営委員） 

若葉図書館は1974年に建築されました。耐用年数の50年を迎え、建物の老朽化・使いづらさなどから、

1972年に建築された千城台公民館とともに、旧千城台南小学校跡地に移転するお知らせがありました。二

つの施設は複合施設になる予定です。事業は長期間に及ぶので、これまでの動きと今後のスケジュール等

を確認し課題を考えてみたい。 

 

 どうなるの？ 若葉図書館の移転・複合化について 
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講師の梅澤氏は２０１９年１１月の千葉経済大学総

合図書館講演会「世界の図書館を巡る旅＆インターネ

ットに騙されない学び方入門」で、正しい情報の得方

について講義された。（会報５２号１２頁） 

  その後、コロナ感染症のため学校が休校、図書館も

休館するなど、在宅での学びが余儀なくされた。また、

ChatGPTや生成ＡＩなどの人工知能の利用によって、

情報の真偽が問われる時代になった。 

「ネット情報におぼれない学び方」は時期を得て、大

学の学生はもちろん、一般の参加者も大勢参加した。 

 

はじめに、４月から千葉経済大学総合図書館長に就

任した叶多
かのうだ

泰彦教授が挨拶された。 

梅澤氏は、情報の在り方は日々変化している。情報

の真偽を正しく知るためには、学ぶことでアップデート

していく必要がある。大学時代に司書課程で学んだこ

とは、どんな難題にも応用が利く。司書課程で多種多

様な書籍を調べる、的確な情報を集めるという事が自

分の学びの根底にあると話した。 
  

梅澤氏は、高校時代バックパックで世界を旅し、その

後、青山学院大学第二部に進学。学生職員として同大

学図書館でフルタイム勤務し、図書館司書資格を取得。

１９９７年、中央大学職員として、理工学部の図書館で

電子図書館化と情報リテラシー教育を担当。 

日本では『ネイチャー』や『サイエンス』などの専門

誌の最新号を読めるまでに数日かかった。電子書籍と

して購入することで、世界とのタイムラグをなくし、学生

もスマホで見られるようになった。一方、大学図書館は

チェック機関による評価がある。当時の基準で評価さ

れたため、電子図書館化を進めると、貸出冊数と来館

者数は減り、資料費と人員は削減されてしまった。     

その後、私立大学図書館協会から派遣され渡米。米

国では、大学図書館司書になるには、図書館学の博士

号だけでなく、専門分野の修士号が必要と知る。帰国

後、働きながら東京大学大学院教育学研究科修士課

程を終了。 

入学した学生が、根底から学び、考え、発信するため

には、調べて調べて調べつくすことで新たな発見や発

案する。それが大学の使命であり、そのための大学図

書館を司書として根底から支えるのが夢であると語っ

た。 

情報リテラシー教育では、

コロナ禍に図書館が休館し

た２０２０年、「在宅で学ぶ大

学生と教職員のための情報

収集法＆大学図書館リモー

ト活用法」（資料）を作成し

公開。在宅でしか学べない

ときの学び方の入門として１

０回の連続講座を開催した。

この講座は、『ネット情報に

おぼれない学び方』岩波ジ

ュニア新書として出版され

ている。 
 

本日の一つめのテーマは、ネット情報で何でもわか

るように思える時代になぜ学ぶのか？ 

梅澤氏は、ネットの情報は早く、皆が同じ情報にアク

セスできるが、情報の信頼性は玉石混交である。ネット

が間違ってるとは言わないが、ネットと図書館の「いい

とこ取り」をお勧めする。 
 

スマホで簡単に調べるだけで事足りると思う人は、

学ぶ・調べることをおろそかにしている。本や図書館で、

根底から学ぶことはワクワクすることだ。それを知ると、

いい加減な情報で学ぶことはつまらないことだと理解

するようになる。その人の知識、考え方は、昨日まで触

れてきた情報でできている。正確な情報が載っている

本や校閲などフィルターを通した新聞記事などで学ん

だ人とネット情報だけで学んだ人では違ってくる。 

梅澤氏は、今日の参加者は、ネット情報に関して自

分なりの基準を持っていると思うが、それでも騙される

ことはあると、「命令・命令ゲーム」を参加者と行った。

梅澤氏が「だましますよ」と宣言していたにもかかわら

ず、多くの参加者が引っかかっていた。 

ネット情報は発信者の都合のいいように、うまくだま

そうとしてくる。そこで、情報の信頼性を見抜く能力（情

報リテラシー）が必要となる。ポイントは３つ。 

❶「探求心」 出所が明確な情報と他の人がアクセス

千葉経済大学総合図書館講演会  
「ネット情報におぼれない学び方」  

            講師：梅澤 貴典（中央大学職員） 
２０２３年１２月２日（土）10：40～12：10   千葉経済大学２号館２０１講義室 

「インターネットで何でもわかる」時代に、なぜ学ぶのか？  

 

『ネット情報におぼれない学び方』
梅澤貴典著（岩波書店） 

行ってきました 
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しない網羅的な情報収集力。 

❷「独創性」 得られた知識を複合化してアイデアを生

む力 

❸「発信力」 言葉と文章＋αで、そのアイデアを人に

伝える力 

 

次に、梅澤氏は、ネットは便利ですが・・・下線の文章の

うち、どの点が間違っているでしょうかと質問し、隣の学

生と話し合い発表した。 

「どんな情報でも、いつでも、誰でも、どこでも、無料

で手に入るようになった。」 

学生たちは例を挙げ、すべて間違っていると回答し

た。 

「どんな情報でも」→企業秘密などにはアクセス不可 

「いつでも」→災害時など 

「誰でも」→中国など情報が制限されている所も 

「どこでも」→「ネット環境がないところ 

「無料で」→有料でないとアクセスできない情報 
 

ネットでは、発信者が出したい情報だけを出したいよ

うに出している。無料でアクセスできるのは、情報全体

の1～5％の（表層Web）であり、その情報には嘘も含

まれるので、そこだけを信じて、判断することは、危険で

浅はかだと話した。 

 

 

 

２番目のテーマは、スマホで情報が手に入る時代に、

どうして読書が必要なのか？なぜ図書館が頼りになる

のか。 

  梅澤氏が本日伝えたい３つのメッセージ 

1.「価値ある情報は、基本として有料」が大原則 

図書館には、情報量が膨大な資料があり、個人で

は手に入らないような書籍もある。 

2. 一次情報（当事者が発する情報、原典）で学ぶ 

一次情報とは、当事者が発表する情報として裏付

けが取れる。例えば、夏目漱石が「I love you」を

「月がきれいだね」と訳したという一次情報は、図書

館にある書籍や、書簡などには見当たらない。 

3.真偽を見極め、世界を見渡す知識体系を育てる。 

ローマ教皇がトランプ氏を支持したというネット情

報も、一次情報が見つからない。そもそも、ローマ教

皇とアメリカの大統領の関係性を考えれば、疑わし

いことが分かる。そうした知識体系を育てることが大

切。 

ネットでは、個人が自由に発信する文字情報を検索エ

ンジンが文字列として認識しているので、得られる情報

は必ずしも正確ではない。 

検索に「羽生・く・ん」と入力するとスケーターの羽生

結弦氏が、「羽生・さ・ん」とすると、将棋の羽生善治氏

が表示されると例を挙げた。 

また、ジブリ映画「千と千尋の神隠し」のモデルとな

った都市に関して、検索すると台湾の都市が多数出て

くる。しかし多くが個人の発言や伝聞である。事実の証

明は多数決ではなく、一次情報つまり、当事者である

宮崎駿氏や、スタジオジブリのホームページに当たるこ

とであると、実際に検索しながら確かな情報の探し方

を学んでいった。 

 

ChatGPTとは、大規模言語モデル（単語の並びの

出現確率分布）による自動会話プログラムであるが、

真偽の判断はしない（できない）。そのため、誤情報を

鵜呑みにして発信し、ChatGPTが自分でついた嘘を

自分が信じてしまい、捏造や改ざんになり得るという。 

また、ChatGPTが得た情報には、他者の著作物が

含まれており、使いこなすためには、こちらが著作物に

ついての基礎知識を必要とする。 

そのためには、小・中・高での教科書での学び、自分

の興味関心を持つ読書、見聞、人との対話が大切であ

り、そこから自分の知識の幹を作りましょうと語った。 
 

  また、梅澤氏は、自分についてChatGPTに質問した

が、事実と異なっていることもあり、ChatGPTは事実の

確認には向かないことが分かった。しかし、どんな情報

を学習するかによって、いかようにもなると。 

その例として、「東京大学医科学研究所が導入した

２０００万件もの医学論文を学習した人工知能が、専

門医師でも診断が難しい特殊な白血病をわずか１０

分ほどで見抜き、治療法を変えるよう提案した。」（出

典：NHK科学文化部ブログ） 

ネット情報を学習した、生成AIが発信したいい加減

な情報に振り回されるのは馬鹿らしい。逆に、信頼でき

る情報だけを学習させ、物事の関係性を発出させて使

っていくことができれば人類の味方になる。 
 

最後に梅澤氏は、「皆さんがこれから生きていくのは

こういう世界なので、その時に、最初に申し上げたよう

に、司書課程で得る知識・能力は力であり、一生役に

立ちます。AIの時代であるからこそ、人は確たる情報を

集めて、自分の頭で考え、確かな情報として発信しなけ

ればならないからです。」と結んだ。      （運営委員） 

ネットと AIの時代に、なぜ読書？なぜ図書館？ 
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       地域から  

「たのしいおはなし会」 

                                                     草野公民館図書室 ○○○○○ 
  

草野公民館は１６号沿いにあり、草野団地入口バス停から徒歩３分。スポーツセンター駅からは徒歩で１５分程。

立地のせいもあり、図書室の利用者はあまり多くありません。そこで、歩道からも一目で分かるよう、窓いっぱいに

「草野公民館図書室」の表示を貼りアピール。入口は来館者の目につくよう戸をあけ放し、講座とコラボした企画展

示が出来る開放的な空間にしました。 

また、年に数回「おはなし会」を開催しています。講師は、花園公民館在勤時代にお世話になった「はなぞの文庫

」と元図書館員だった方々。「おはなし会」では他のお楽しみも盛り沢山。カードに書かれた請求記号などのヒントで

書架から本を探すゲーム、はらはらどきどきの貸出し体験もしました。『びゅんびゅんごまがまわったら』宮川ひろ/作

（童心社）紹介のあとは、実際にこまを作りました。本当にびゅんびゅんと音がするの

でみんなびっくり。 

９月の「おはなし会」は園生保育所の年長さんたちを招きました。「よんでみよう」

（千葉市図書館おすすめブックリスト）の絵本をドドドーンと並べて置いたところ、こち

らが驚くほどみんな夢中で絵本をめくっていました。そして何よりうれしかったのは、

おはなし会の翌日から「カードつくりに来たよ！」と元気よく親子で公民館に何人も

来てくれたこと。４月に小学生になっても「おはなし会」に来てくれるかな。来てくれる

といいな。きっと来てくれるよね！ 

 
 
読書会報告 「俳句の本を読む」第 68回 
課題本：『俳句いまむかし』 

坪内 稔典/著 （毎日新聞出版） 
日時：2023年12月10日 （日） １４時～１６時 
会場：千葉市中央図書館 グループ研修室  参加者9名 
 

〈青梅を買いに眉毛を引き直し 白川由美子〉買い物に行く美人でなくと

も、現代では男女問わず若い子も眉を自分で剃っておしゃれするようになった。 

〈青梅に眉あつめたる美人かな 与謝蕪村〉（1716～1784） 中国春秋

時代の絶世の美人、西施
せ い し

は、病気で眉をひそめた表情がことに美しかった。

その中国の美女に対して日本の美女も青梅のようにつややかなのだと著者

の説明。 

〈蛍籠吊って真闇を束ねたる 星野高士〉（1952～）高浜虚子の次女・星

野立子。立子の長女・星野椿。椿の長男が星野高士。句は暗闇に吊るされ

た蛍籠の蛍の放つ光がまるで闇を束ねているようだと詠んでいるのか。 

〈蛍の国よりありし夜の電話 星野立子〉（1903～1984）蛍はホータルと読

む。立子は高士の祖母。虚子に師事し女性で初めて主宰した『玉藻』を創刊。同時期活躍した中村汀女、 

橋本多佳子、三橋鷹女と共に４Ｔと称される。昼間蛍は寝てるのでしょうか。夜の電話は少し怖い。 

〈どろどろでぐちゃぐちゃの夏きみがすき 内野聖子〉（1964～）作者は県立高校の先生。きっと部活で頑張って

いる生徒たちの姿を見てその活力の句を詠んだと私は読んだ。  

〈冷水に煎餅二枚樗良
ち ょ ら

が夏 三浦樗良〉（1729～1780）三重県鳥羽の生まれ。1776年（安永5年）蕪村を知

って京都に移った。江戸中期の蕉風中興期を代表する一人。冷水は“ひやみず”と読む。 樗良は放浪の生活をして

いる時代があった。その貧しい暮らしの時の句なのか。 

 〈アロハ着て中井君ぽい吉田君 火箱ひろ〉（1949～）若い人の句かと思ったらそうでもない。火箱は本名。全国

で 100名程とのこと。 

〈白地着てこの郷愁の何処よりぞ 加藤楸邨〉（1905～1993）木綿や麻の白地に黒や紺で絣模様を織ったもの

を白地ともいう。私たちも時々和服を着るが、郷愁を感じることが有るだろうか。この句は絣だから、夏だから、条件

が揃っていい句ができる 

 次回 ２月１２日（月・振替休日）14時～16時 ９６頁から 会場は中央図書館グループ研修室 （運営委員） 

     

 

   

 

ぶっく・ぶく 

前回の読書会。絶世の美女「西施
せい し

」

の記述に接した。 

〈象潟
きさかた

や雨に西施がねぶの花 芭

蕉〉「奥の細道」で「松島は笑ふが如

く、象潟はうらむがごとし」と比較し

た象潟。その後1804年、この象潟は大

地震で地面が隆起。景勝地ではなく

なった。 

2024年1月能登半島地震。景勝地も

崩落、地面も4メートル近く隆起。大

災害となった。 

被災された皆様、心よりお見舞い 

申し上げます。 
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千葉市に４７ある公民館のうち、２１館に図書室が設置

されています。平成３０年度より、公民館の運営が千葉市

から当財団による指定管理に移行されました。私は２代

目の図書室担当者として３年目を迎えました。「としょか

んふれんず千葉市」紙上でも毎号公民館図書室を取り

上げていただいております。 

ふり返れば、いつも近くに本がありました。私にとって

読書は趣味とは呼べず、人より多く本を読んだとも思えま

せんが、今でもしないでいると落ち着かない身近な楽し

みではあります。 

幼いころ、家にはひろすけ童話やカロリーヌシリーズの

絵本がありました。小学校では、増築された新築校舎の

きれいな図書室でＳＦ物語を、地域の児童館にも図書室

があってコロボックルシリーズなどの本を借りることがで

きました。読書は実際の経験ではないけれど、ジャングル

にも宇宙にも未来にさえもいくことができます。さらに、冒

険家や王様にも簡単になることができます。もともと夢見

がちな子供ではありましたが、楽しい挿絵に支えられ、想

像力はどこまでも広がっていきました。 

中学校では、担任の先生が教室に星新一の文庫本を

そろえてくださり、友達と競い合って貪るように読みました。

千葉市民になる前でしたが、父に連れられて訪れた北部

図書館にも電車で通うようになり、佐野洋、小松左京、眉

村卓を読みました。テレビ番組でも「ねらわれた学園」等

ＹＡ向けの作品を多く扱ってくれていたように思います。全

寮制の高等学校では、文芸の真似事をして夜遅くまで語

り合い、友達に影響されて多くの作品にふれました。学生

の頃は石井桃子さんの『子どもの図書館』（岩波新書）

に触発されて、いつか自宅で文庫活動をしてみたいと考

えていたことを覚えています。 

教員時代は学級文庫充実のためにより詳しく学びた

いと思い、学生の時より勉強して図書館司書資格を取得 

 

 

しました。ブックトークや研究会で学んだ「読書へのアニ 

マシオン」も実践しました。「国語の先生ですか」と尋ねら

れることが多かったですが、図書館教育は国語の一分野

にとどまらないと考えています。 

このように、自分で求めて読むようになるまで本を手

渡すのは年長者の役割です。書店が少なくなる中、図書

館・室の役割もより高まっていると言えるでしょう。 

閑話休題、皆様は公民館図書室に行かれたことがあ

りますか。千葉市の図書館ネットワークにより、予約をす

れば、そこにしかない図書資料も取り寄せることが可能

ですから、居住区以外の公民館図書室に行かれることは

少ないかもしれません。また、予約した本を受け取りに見

えた方が、それを待つ間、図書室内を一瞥もされない様

子を見たこともあります。 

公民館図書室の広さには限りがあり読書行事を行う

ことは難しいですが、他の部屋を利用して館の行事でお

話し会を催したり読み聞かせボランティア養成講座を実

施したりと、図書室と結びつけた講座を行っています。ま

た、図書室のない公民館でも親子読書やビブリオバトル

の開催を模索しているところがあります。 

図書室からの図書館システムや利用方法などに関わ

る質問を集約して図書館の皆さんにお尋ねし、回答を図

書室担当者会議で共有しています。図書の展示や企画、

蔵書管理の方法についても、より良いものにできるよう

研修を深めているところです。 

紙でできた消耗品である本。それをみんなで共有する、

図書館という文化を大切に守っていきたいと考えていま

す。昨日とは変化しているところを見つけに、ぜひ公民館

図書室にも足をお運びくださるよう願っております。

        
「ようこそ公民館図書室へ」 
 

千葉市教育振興財団 公民館管理室 図書室担当  齋藤 健
たけし

  
 



 

 

            ☆ ＹＡ世代の参加を願い、このコーナーを設けています。 
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ぼくのお薦めする本は『穴』

ルイス・サッカー/著 （講談社）

です。この本は祖父が送ってく

れた本です。ぼくはいつも本の

題名や表紙の絵などで読むか

読まないかを決めていました。こ

の本の題名は「アナ」。表紙の

絵はぱっとしない。この本を手に

取ることは当分ないだろうと思っ

ていました。しかしある日家に読みたい本がなく、仕方

なく読むことにしました。ところがそれが今回のここに書

きたい本になったのです。 

スタンリーという主人公は「まずい時にまずい場所に

いたため」に裁判にかけられ、グリーンレイクキャンプと

いう収容所に連れていかれます。罪名は有名なスポー

ツ選手が寄付したスニーカーを盗んだという罪でした。

もちろん、スタンリーは盗んでなんかいません。ただ犯

人でなければ居るわけがないというところに居たから

でした。収容所では、「根性を養うため」「人間形成の

ため」毎日ひとつ大きな穴を掘らないといけませんでし

た。また「穴を掘って良いものを見つける」とその日はも

う掘らなくてもよいというルールがありました。 

ある日、同じグリーンレイクキャンプに収容されてい

た子がそこの管理者に反抗し脱走しました。その子は

黒人で「ゼロ」とみんなに呼ばれていました。ここでは

皆あだ名で呼ぶのです。ゼロは読み書きができません

でした。ゼロは穴掘りが一番早い。スタンリーが盗みの

濡れ衣を着せられ、所長のところに引っ張られて行った

時、スタンリーの穴を掘ってあげたりもした。ゼロは主人

公のスタンリーに読み書きを教えてほしいと頼む。その

代わりにスタンリーの掘る穴の手伝いをするというのだ。

スタンリーは引き受けたが、これが同じ班の子や管理

者達の反感を買い、ゼロが管理者をシャベルで殴ると

いう事件を起こし、脱走してしまったのだ。 

収容所の外は砂漠。管理者たちはこの子をいなかっ

たことにして書類をごまかそうとします。でもスタンリー

はゼロを探しに収容所を抜け出します。すると、奇跡的

にゼロを見つけるのです。それからこれまた奇跡的に

向かった山の頂上に水や食べ物がたくさんあったので

助かることができたのです。助かった2人は宝を見つけ

ようともう一度グリーンレイクキャンプに戻って行きまし

た。管理者の祖先が隠していた宝を見つけるために穴

掘りを子どもたちにさせていたことが分かっていたから

です。宝はみつかりましたが管理者に捕まってしまいま

した。けれども後々スタンリーが無実ということが分かり、

2人は宝を持ってグリーンレイクキャンプから出られるよ

うになりました。どうしてゼロも一緒に出られたのかは

本を読んでください。 

この本を読んで感じたことは、人はどんなに生活環

境や人種が違っても、仲良くなれるということです。今

世界では人種差別や、民族、宗教の違いなどの対立に

よってあちこちで戦争が起きています。でもこの本の登

場人物のように全く違っていても、仲良くなれるというこ

とをこの本は教えてくれました。また、差別によって何も

かもが奪われる悲しみも感じました。ぼく達が当たり前

にできることが生まれた時から奪われているなんて考

えられなかったです。自分のことを人に分かってもらえ

ることがうれしいことも分かりました。だから人それぞれ

の良さを分かり合えればよいなと思いました。どうやっ

たら、分かり合えるのだろうか。スタンリーはキャンプか

ら逃げた黒人のゼロをどうして探しに行ったのか。ぼく

はスタンリーには優しい家族がいたからだと思います。  

こうやって本を読みながら考えたり、登場人物になっ

てみたりすると、自分の世界が広がり、いろいろなもの

の見方ができるようになります。読書はいろいろな体験

ができて面白いです。今までぼくの 

勘は当りましたけれど、今回は 

外れました。表紙の絵や題名 

からだけで判断すると『穴』 

のような本には出会えない 

ことに気づきました。 

 

読みたいと思った本ではないけれど             

 

薩摩川内市  ○○ ○○ （中学１年） 

 

                                                

 

                                                

 

『穴』 ルイス・サッカー/著 
（講談社） 
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息子がまだ文字が読めなかった頃、家の壁に「あいう

えお表」が貼ってありました。雑誌の付録で、「あ」は「あ

ひる」、「い」は「いぬ」などディック・ブルーナさんの絵

が描かれたものです。少しずつ物の名前が言えるよう

になった息子は、「らいおん」を指さして「がいおんの

が」、「ろぼっと」を指さして「どぼっとのど」と言っていま

した。耳で聞くと、ら行はそんなふうに聞こえるのだと、夫

と驚き不思議に思ったものです。 

  もっと大きくなってから、車で出かける時に退屈しな

いよう、家族でポケモンの名前を言い合いました。しりと

りのように、「ピカチュウ」「フシギダネ」「カラカラ」など

一体ずつ言います。ポケモンは進化すると強く大きくなり、

名前には濁点がついたり文字数が増えたりします。 

 

  最近、音声学者の川原繁人さんの本を読み、そんな

昔の記憶がよみがえりました。 

  音声学とは「私たちがことばを話すとき、そこで何が

起きているのかを研究する学問。話者が肺を動かし、空

気が流れ、その空気が声帯を振動させ、口が動いて音

声を発する。その音声が空気の振動として聞き手の耳

に伝わる。その空気の振動は聞き手の耳の鼓膜を振動

させ、耳の奥で脳が理解できる電気信号に変換され、

聞き手は話者の意図を理解する。この一連の流れを研

究する」（※1）学問だそうです。 

  これだけ読むと難しそうですが、著者はとてもわかり

やすく、普段の生活を例に挙げています。「マル」と「ミル」

はどちらが大きいか、「ガンダム」と「カンタム」ではイメ

ージがどう変わるかなど。「マル」が大きく、「ガンダム」

が強そうと思うのは、発声の際、口の中がどのくらい広

がるかで大きく感じるか否かとの説に、なるほどと思い

ました。なんとなくと感じていたことにも、ちゃんと意味が

あったのですね。 

  ほかにも、世界中のことばを記録する記述音声学や、

音を目で見る調音音声学、声紋分析官が使う音響音声

学などについても興味深く読みました。 

 

  専門的な記述も多いこの本に比べ、同じ著者の『音

声学者、娘とことばの不思議に飛び込む』（※2）は、も

っと親しみやすく書かれています。著者は、自分の娘が

生まれてすぐから言葉を獲得するまで、言い間違いなど 

 

も含めて言語発達の観察対象にしています。 

  赤ちゃんは最初、「ママ」「パパ」などの言葉を発し、

次第に「もぐもぐ」「わんわん」などのオノマトペになりま

す。赤ちゃん言葉は繰り返しが多いですね。わたしは普

段、乳幼児とわらべうたで遊ぶボランティアをしていま

す。子どもたちは同じわらべうたを何度続けても飽きま

せんが、これも繰り返しの心地よさからきているのかも

しれません。 

  この本ではプリキュア、ポケモンなどの名前について

も考察しています。どんな名前がかわいく聞こえるか、

日本語の俳句や短歌などは七五調に見えて実は２拍の

まとまりなど、興味深い事例がたくさん紹介されていま

す。 

  また、赤ちゃんは人と話すことによってしか言葉を獲

得しないという説には、そのとおりだと思いました。電子

メディアではだめなのですね。幼い子ほど生身の人との

関わりがとても大切です。スマホばかり見ている親御さ

んには、目の前の我が子をちゃんと見て話しかけ、今し

かない貴重な時期を大事にしてくださいと伝えたいで

す。 

 

  冒頭に書いた「あいうえお表」でもう１つ思い出した

のは、幼い息子が「ほ」を指さして「ごほんのご」と言っ

たことです。わたしがいつも寝る前に「ご本読もうね」と

言っていたためでしょう。親の言葉がそのまま子どもの

言葉になるのだから、できるだけきれいな日本語を話さ

なくてはと思ったできごとでした。 

 

（※1）『音とことばのふしぎな世界 メイド声から英語の

達人まで』川原繁人/著（岩波書店 2015年11月） 

（※2）『音声学者、娘とことばの不思議に飛び込む－プ

リチュワからカピチュウ、おっけーぐるぐるまで－』川原

繁人/著（朝日出版社 2022年5月） 

言葉 と音 の不思議  
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✱２０２４年が始まりました。昨年の「としょかんふれんず千葉市」へのご支援・ご協力に感謝申し上げると

ともに、本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

３月１０日（日）には中島京子さん講演会（千葉市文庫連絡協議会との共催）、また４月２０日（土）に

はチャリティ古本市の開催を予定していますので、皆さまどうぞご参加ください。 

 

  

   
としょかんふれんず千葉市  

代 表

【連絡先】 事務局  

 〒 千葉市 

TEL・FAX ０４３（まるまる）○○○○ 

 メール   furenzu2021☆gmail.com 

     ホームページ URL    

https://furenzu2021.wixsite.com/

toshokanfriends 

年会費  一般 円 学生 500円 

郵便振替 

発 行 者  

落丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

 

知らせ 

 

丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

  
１２月１0日(日) 第 68回読書会  
１２月１3日(水) 千葉市教育振興財団との 

意見交換会 
１２月１4日(木) 運営委員会 
１月 8日(月・祝) 編集会議 
１月 9日(火) 地区のつどい  

ブックトーク「いのちをつなぐ物語」   
１月１１日(木) 運営委員会 
１月１４日(日) 編集会議                     
１月１8日(木) 会報77号印刷  

 
      

う ご き 
 

としょかんふれんず千葉市 第１６回チャリティ古本市  
日時 ２０２4年４月２0日(土) １１～１５時半 

会場 千葉市生涯学習センター アトリウムガーデン 
 
＊ 古本は１人１０冊までお持ち帰りいただけます。 

＊ 図書館を応援するために募金をお願いし、いただ

いた募金は書籍購入に充て図書館に寄贈します。 

＊ ご家庭で眠っている本はありませんか。 ご連絡を

いただければ取りにうかがいます。 

＊ いっしょに古本市をやりませんか 

４月２0日(土)９～１６時半（時間は応相談） 

連絡先 

メール furenzu2021☆gmail.com 

☆に＠を入れてお送りください 

「美浜文化ホール」で千葉市図書館で借りた本が 
返却できるようになりました 

 
設置箇所：「美浜文化ホール１F ホール側出入口」 

千葉市美浜区真砂５丁目１５-２  
【開館時間】9:00〜22:00（窓口 〜18:00） 
利用時間は美浜文化ホールの開館時間に準じる 

【利用できない日】 
年末年始（12/29〜1/3）、２月第２土曜日 

伝 言 板 

第１４回千葉市公民館フォーラム「市民の学びと教育委員会」

もっと知りたい！公民館・図書館 

日 時  ２０２４年１月２８日（日）１３:30～16：00 

会 場  千葉県弁護士会館講堂 

資料代 ３００円 

基調講演 前川喜平さん「市民の学びと教育委員会」 

報告Ⅰ 「社会教育における市民自治・市民参加を守

り発展させるために」 

長澤成次さん（千葉大学名誉教授） 

報告Ⅱ 「花見川図書館・こてはし台公民館複合化を

めぐって」 

金田奈津子さん（こてはし絵本とおはなしの会） 
 
千葉市には４７の公民館、１５の図書館、２１の公民

館図書室があります。公民館、図書館、博物館、美術

館は社会教育施設であり、その充実は住みよい町の

必須条件です。定年後、地域に目を向けたある男性が

「無料で勉強ができる、こんないいところはない」と言

っておられました。 

一方千葉市の社会教育をめぐる状況には現在さま

ざまな課題があります。 

千葉市公民館を考える会は、公民館の内容の充実

を求めて、第１４回公民館フォーラムを開催します。公

民館や図書館の原点、役割、現状を知り、市民住民の

主体的な参加の一歩になればと思っていますので、ど

うぞお出かけください。 

      参加申し込み不要 

 

主催：千葉市公民館を考える会 

      後援：千葉市教育委員会 

 

おでかけ情報 

mailto:furenzu2021@gmail.com
mailto:furenzu2021@gmail.com

